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2 Dp- 1　　　　　子どもとの心理的距離一父親の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪野郁子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島　大）

目的：最近子どもへの虐待等両親の養育態度に関わる諸問題が顕著になっている。また、

子どもとのコミュニケーションがうまくとれない親も増えている。そこで、父親を対象に、

子ども（幼児）との心理的距離を明らかにしようとした。心理的距離を測る場合、秋山ら

は、相手との空間的距離とお互いの顔の向きで測定しているが、ここでは、空間的距離を

質問紙で得ることとした。

方法：質問紙法を用いた。質問紙は、養育態度を見る項目（鈴木らによる）、父性性を見

る項目（山口による）に心理的距離を見る項目からなっている。対象は、島根県東部の３

幼稚園（私立）に通園する３歳児から６歳児の父親409名､有効回収数280人、回収率は69%

である。

結果：1）父親の養育態度は、子どもを受容し、自分の思い通りにする方向にあるが、し

つけには一貫性のある態度をとっている。2）こうした傾向は、父親の属性によって大き

な違いは見られないが、核家族と一人っ子の父親は、より子どもを受け入れている。３）

父性性も、父親の属性であまり大きな違いは見られない。４）養育態度と父性性の関係に

ついて、父性性の高い群は、子どもを受容し、統制的であるが、しつけには一貫性を持っ

ている。5）子どもとの心理的距離は、28.41±27.97cmである。６）子どもが甘えわがま

まを表す時、心理的距離は、どちらかと言えば遠くなる傾向にある。

2 Dp-2　　　　　　子育てを通しての親の不安と成長について
　　　　　　　　　　　　　吉川晴美（東京家政学院大）

　旦.　子どもや子育てにたいして不安を抱く親が増えているといわれる今日、親はどの
ような不安や思いを抱えているのかを明らかにし、親としての成長について考察する。
　左M.　埼玉県A市保健センターで実施する三歳児健診時（1999年度）の保護者287名を対

象とする質問紙調査（近藤由紀、鈴木環との協同作成）の結果から分析・考察する。
　紘監　回答者267名のうち、子育てが「常に不安」が5%、「時々不安」が25%、「たまに

不安」が57%、「全くない」が13%の割合をしめ、９割近くの親は不安に思うことがあるこ
とがわかった。「結婚前と現在での考え方が変わったか」について、変わった親は45%、変

わっていない親は46%とほぼ半々であった。「変わった親」のなかで、「子どもによって育
てられていると感じる」等、子育てをプラスの方向で考えている親は17%、「理想と現実の

違い」「とても大変」等、マイナスの方向で考えている親は22%であった。さらに「変わら
ない」親は「常に不安群」で有意に（p<｡01）少なく、「マイナスに変わった群」では「常に

不安」で有意に（Pく.01）多く「不安なし」で有意に（P<｡01）少なかった。また、親子関係
のもち方との関係では、内接的な関係とする親は考え方がプラスに変化する傾向（Pく.01)
がみられた。その他、親が有職である方がプラスの方向に変化する傾向（Pく.05）がみられ

た。これらのことから、不安が強い親は、子育てを「こんなはずではなかった」等とマイ
ナスに考えがちであり、結婚前から子どもを含めた様々な人間関係の学習が大切であると

考察された。不安を軽減し、前向きに子育てに関わる契機として、親子関係の内接的な関
係、親自身の独自の活動（仕事等）をもつこと等、いくつかの示唆を得ることができた。
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